
 ギラギラと太陽が照りつける猛暑が続き、暑さ対策としてハンディーファン（携帯

用扇風機）を使用する方を多く見かけるようになりました。 

ハンディーファンは、インターネット通販などで安価に購入できる手軽な冷却グ

ッズです。近くにいた人の髪の毛が吸い込まれた、小さな子どもがスイッチが入っ

た状態でファンをなめて唇を切ってしまった、さらに、床に落としても回り続けて

いたためそのまま使用していたところ、焦げ臭くなり破裂音がした、充電中に火災

が発生したなどといった事故の情報が寄せられています。 

 ハンディーファンを使用する際は、周囲の人の髪の毛や衣服のひもなどの巻き込

み防止のため、人が密集するような場所では周囲を十分に確認して使用するように

しましょう。幼児が使用する場合は、巻き込み防止ネットの活用も検討しましょう。 

ハンディーファンの充電池として多く使われているリチウムイオン電池は、外部

からの衝撃で内部が破損し発煙や発火につながるおそれがあります。使用時だけで

なく持ち運ぶ際も落としたり強い衝撃を与えたりしないよう注意し、破損したもの

は使用を中止して、製造・輸入販売事業者の修理窓口に相談しましょう。 

インターネット通販の購入品は、事故発生後に事業者に問い合わせようとしても

連絡先が不明な場合があります。製品を選ぶ際は、製造・輸入・販売事業者と連絡が

取れることをひとつの基準としてください。 

消費者庁や独立行政法人製品評価技術基盤機構（ＮＩＴＥ）のホームページでは、

購入時の選択や使用時の取り扱いについて詳しく紹介しています。思わぬ事故を未

然に防ぐためのポイントを確認し安全に使用するようにしましょう。 


